
ヨウ化ウラシル分子は放射線増感剤として働くことが知られています。このような放射線増感分子が生体あるいは癌細胞に損傷を
与える分子レベルの機構は解明されていません。本研究では、ヨウ化ウラシル分子がＸ線を吸収すると多数の高エネルギーイオン
と低エネルギー電子からなる「放射線スープ」が生成される過程を解明することによって、局所的に生成する放射線スープによる放
射線増感効果の機構を分子レベルで明らかにしました。

ヨウ化ウラシルによる放射線増感効果の機構解明 !
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